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予告編

　韓国の南の島、濟州（チェジュ）。平和の象徴と呼ば
れるこの美しい島から逃れるように彼女が渡った日本は、
かつて祖母が暮らした地でもあった。やがて彼女は帰
郷を願いながら海難事故で海に沈んだ祖母への「見知
らぬ」想いにとらわれていく。それは自ら背を向けたは
ずの故郷への想いに悩まされることでもあった。６年ぶ
りの帰郷。それを迎えたのは、ひたすら娘を心配する平
凡な家族の姿だった。あの日と変わらぬ海を前に彼女の
心は静かに解け出していく。

　韓国の南西にある済州道。距離の近い日本との交流
の歴史は深く１９１０年の日韓併合以降多くの道民が日
本に出稼ぎに訪れ、定住していった。第二次大戦後、
日本の統治から解放された朝鮮半島では、親米勢力と
共産主義勢力の厳しい対立が始まる。済州道でもそれ
は険しいものとなり、３．１警察発砲事件を起点にさら
に緊張が高まる。米国主導で進められた南だけの単独
選挙が韓国の南北分断を決定的にするとして、１９４８
年４月３日、選挙に反対する済州南労党（社会主義政
党）は武装蜂起する。鎮圧のため送り込まれた韓国軍
や警察によって約６万人が虐殺されたとされる。しかし
その大半は政治やイデオロギーとは無縁な人々だった。
これを「四・三事件」と呼ぶ。北朝鮮との武力対峙の
状況が今日まで続く韓国では、この虐殺が長らくタブー

としてされていたが２００３年ノ・ムヒョン大統領が公
式に謝罪し、犠牲者の名誉回復や真相究明に着手した。

　１９４８年のこの事件を契機に多くの道民が日本に避
難した。事件前２８万人だった島の人口は１９５７年には
３万人弱まで減少したとされている。

　近年、済州道は韓国の最南端にあることからリゾート
地として発展しゴルフ場やカジノを目当てに訪れる日本人
も多い。しかし、この事件について知る者は少ない。

　このドキュメンタリーは、この済州道の歴史を背景に
しながらも、政治的な告発を目指すものではなく、済州
道から日本に留学した監督・金善（キム・ソン）個人
の物語として描かれる。島を離れ日本に学ぶ自らと、戦
前に来日し、戦後、帰国の途上で船の事故によって他
界した祖母を重ね合わせ、四・三事件後に済州道を離
れ在日一世として暮らす親戚を巻き込みながら、日本と
済州道を往来する心の旅として描かれている。

　事件後に生まれた金善が、伝聞でしかない、写真さ
えも残っていないおぼろげな祖母のイメージを求め、そ
の足跡を追う。その過程で家族の歴史の心象が浮かび
上がる。


	shiokaze_B5_ol
	11

